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Rainbow

黄
色
い
帽
子
と
い
う
プ
ラ
イ
ド

ち
ょ
っ
と
だ
け
背
が
伸
び
た
。

ち
ょ
っ
と
だ
け
字
が
書
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ち
ょ
っ
と
だ
け
お
兄
ち
ゃ
ん
に
な
っ
た
。

ち
ょ
っ
と
だ
け
お
姉
ち
ゃ
ん
に
な
っ
た
。

一
年
生
に
な
っ
た
。

桜
の
下
で
黄
色
い
帽
子
を
誇
り
に
思
う
の
。

一年生になったら、
黄色い帽子をかぶって
小学校へ登校します。

運転手さん、地域のみなさん
私たちの登下校の見守りを

どうぞよろしく
お願いします。

〔写真〕
　雲仙市立大塚小学校入学式
〔写真〕
　雲仙市立大塚小学校入学式
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皆さんと一緒に行う
「誰もが住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができるまちづくり」

事業計画
令和２年度

Try　Together

Ⅰ.地域福祉推進に向け
た基盤の強化

・会員制度の理解と加入の推進

・基盤の強化

・広報啓発活動の推進

・基盤強化計画の策定

Ⅱ.地域住民主体の地域
福祉事業の推進

・雲仙市地域福祉計画

・雲仙市地域福祉活動計画

Ⅲ.介護福祉サービス事
業の適正な経営

・居宅介護支援事業

　国見ケアプランセンター

・通所介護事業

　国見デイサービスセンター

地
域
福
祉
を
支
え
、
推
進
す
る
人
・

組
織
づ
く
り

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

②
福
祉
教
育
支
援
事
業

③
自
治
会
長
会
助
成
事
業

地
域
で
支
え
合
い
、
助
け
合
う
仕
組

み
づ
く
り

①
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

　

…

地
域
に
お
け
る
課
題
の
発
掘
・
共

　
　

有
を
行
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
を

　
　

担
い
手
と
し
た
生
活
支
援
サ
ー
ビ

　
　

ス
の
資
源
開
発
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
、

　
　

活
動
資
源
の
発
掘
、
地
域
に
お
け

　
　

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
等
の
体

　
　

制
づ
く
り
を
行
う
。

②
地
域
交
流
事
業

③
福
祉
総
合
相
談
事
業

　

・
総
合
相
談

　

…

困
り
ご
と
の
課
題
を
把
握
し
て
い

　
　

き
な
が
ら
問
題
解
決
に
向
け
た
お

　
　

手
伝
い
を
行
う

　

・
法
律
相
談

　

…

法
律
的
な
内
容
の
相
談
に
対
し
、

　
　

弁
護
士
に
よ
る
相
談
窓
口
を
開
設

　
　

す
る
。

④
指
定
管
理
施
設
の
適
正
な
管
理
・
運
営

　

・
瑞
穂
ヘ
ル
シ
ー
会
館

　

・
吾
妻
老
人
憩
の
家

　

・
千
々
石
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
橘
荘

　

・
木
場
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

・
下
峰
児
童
館

　

・
小
浜
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

安
心
し
て
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で

き
る
環
境
づ
く
り

①
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業

　

…

高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康
づ
く

　
　

り
、
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
の
再

　
　

生
、
引
き
こ
も
り
の
防
止
、
地
域

　
　

の
居
場
所
づ
く
り
を
行
う
。

②
認
知
症
カ
フ
ェ
事
業

③
視
覚
障
害
者
生
活
訓
練
事
業

④
手
話
通
訳
者
設
置
事
業

⑤
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

　

…

判
断
能
力
が
困
難
な
認
知
症
高
齢

　
　

者
、
知
的
障
害
者
及
び
精
神
障
害

　
　

者
等
を
対
象
に
、
利
用
者
の
権
利

　
　

を
擁
護
し
、
日
常
的
な
金
銭
管
理

　
　

サ
ー
ビ
ス
等
の
支
援
を
行
う
。

⑥
法
人
後
見
事
業

　

…

判
断
能
力
が
十
分
で
な
い
成
年
者

　
　

の
法
律
行
為
の
援
助
を
目
的
と
し

　
　

て
、
裁
判
所
が
選
任
す
る
成
年
後

　
　

見
人
等
と
し
て
本
会
が
受
任
す　

　
　

る
。

⑦
雲
仙
市
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
資
金

　

貸
付
事
業

⑧
生
活
福
祉
資
金
貸
付
及
び
臨
時
特
例

　

つ
な
ぎ
資
金
貸
付
事
務

⑨
高
齢
者
・
障
害
者
住
宅
整
備
資
金
貸

　

付
事
務

⑩
高
齢
者
生
き
が
い
づ
く
り
事
業

　

（
ス
ポ
ー
ツ
）

⑪
高
齢
者
生
き
が
い
づ
く
り
事
業

　

（
文
化
）

⑫
障
害
者
研
修
等
支
援
事
業

⑬
母
子
等
研
修
等
支
援
事
業

⑭
子
育
て
等
支
援
事
業

⑮
福
祉
用
具
等
貸
出
事
業

⑯
長
崎
県
共
同
募
金
会
雲
仙
市
支
会
事

　

務
局
運
営

⑰
雲
仙
市
戦
没
者
慰
霊
奉
賛
会
の
事
務

　

局
運
営

⑱
雲
仙
市
連
合
遺
族
会
の
事
務
局
運
営

⑲
日
本
赤
十
字
社
長
崎
県
支
部
雲
仙
市

　

地
区
の
事
務
局
運
営

⑳
各
種
団
体
等
の
事
務
支
援
と
連
携

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ

く
り

①
新
入
学
児
童
黄
色
い
帽
子
配
布
事　

　

業
・
交
通
安
全
防
犯
啓
発
事
業

②
災
害
対
策
支
援
事
業
の
推
進

　

…

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
歳
、
被

　
　

災
者
の
復
興
支
援
の
た
め
に
全
国

　
　

各
地
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
被

　
　

災
者
の
ニ
ー
ズ
に
繋
げ
、
そ
の
活

　
　

動
が
円
滑
か
つ
効
果
的
に
展
開
さ

　
　

れ
る
よ
う
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　

セ
ン
タ
ー
設
置
に
向
け
た
体
制
の

　
　

整
備
を
行
う
。



03-社会福祉法人雲仙市社会福祉協議会　にじ　第97号

収支予算

収入
地域福祉のために入ってくるお金

会費収入 5,393

地域のみなさんからの会費、寄附金、共同募金助成金等が
地域福祉の大切な財源になっています。

支出
地域福祉のために使うお金

本部移転！

新人紹介！

〔新住所〕
854-0405 長崎県雲仙市千々石町戊 762 番地

千々石老人福祉センター橘荘内
電話 0957-37-2855 FAX 0957-37-2564

　

令
和
２
年
４
月
１
日
よ
り
、
本

会
の
主
た
る
事
務
所
を
「
雲
仙
市

社
会
福
祉
協
議
会
本
部
」
に
変
更

し
、
こ
れ
ま
で
愛
野
町
に
設
置
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
千
々
石
町
に

移
転
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
会
の
従
た
る
事
務
所

を
「
雲
仙
市
社
会
福
祉
協
議
会
○

○
支
所
」
と
変
更
し
ま
し
た
。
呼

称
は
変
更
と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
地
域
福
祉
活
動
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

初
め
ま
し
て
。
中
村
慧
士
と
申

し
ま
す
。
雲
仙
市
社
会
福
祉
協

議
会
で
働
か
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

国
見
町
出
身
で
現
在
は
吾
妻
町

に
住
ん
で
い
ま
す
。

福
祉
に
つ
い
て
ま
だ
わ
か
ら
な

い
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
若
さ

と
機
動
力
を
活
か
し
、
雲
仙
市

の
み
な
さ
ん
の
た
め
に
尽
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

寄附金収入 7,340
経常経費補助金収入 82,907
受託金収入 54,009
貸付事業収入 2,000
事業収入 2,639
負担金収入 610
介護保険事業収入 46,831
私的契約利用料収入 264
受取利息配当金収入 12
その他の収入 386
積立資産取崩収入 15,625
　 　
前期末支払資金残高 10,949
収入合計 228,965

人件費支出 161,817
事業費支出 30,015
事務費支出 22,275
貸付事業支出 2,000
助成金支出 4,451
その他の支出 23
積立資産支出 2,604
その他の活動による支出 3,780
予備費　
　
　
　

　
当期末支払資金残高 0
支出合計 228,965

（単位：千円）（単位：千円）

2,000

　

令
和
２
年
４
月
１
日
付
け
で
、

本
会
に
新
し
い
職
員
が
入
り
ま
し

た
の
で
、
み
な
さ
ん
に
紹
介
し
ま

す
。

　

本
会
役
職
員
一
同
、
心
新
た
に

地
域
福
祉
活
動
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

主事　中 村 慧 士
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令
和
２
年
３
月
25
日
（
水
）、
雲
仙

市
役
所
に
お
い
て
、
雲
仙
市
と
「
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び

運
営
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し

た
。

　

次
な
る
自
然
災
害
に
向
け
て
の
備
え

は
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
と
っ
て
重
要

な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
回
の
協
定
を
締
結
し
た
こ
と
に

よ
り
、
災
害
が
発
生
し
た
際
に
、
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
開
設
場
所

や
被
災
地
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
動
す

る
た
め
の
資
機
材
の
確
保
等
、
雲
仙
市

と
社
会
福
祉
協
議
会
が
い
っ
そ
う
連
携

し
、
被
災
地
に
お
け
る
生
活
復
興
の
た

め
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を

い
ち
早
く
開
設
で
き
る
よ
う
に
な
る
の

で
す
。

　

被
災
地
に
お
け
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
、
被
災
状
況
の

把
握
と
被
災
地
に
お
け
る
家
財
の
搬
出

や
床
下
の
泥
の
掻
き
出
し
等
の
ニ
ー
ズ

の
把
握
か
ら
全
国
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
被
災
者
を
つ
な
ぐ
と
こ
ろ
に
あ
り

ま
す
。

いわき市災害
ボランティアセンタ－

宇土市災害
ボランティアセンタ－

　
　
　
　
　
　
　
　
の
ご
紹
介

　

令
和
２
年
３
月
14
日
の
第
７

回
雲
仙
市
社
会
福
祉
大
会
の
中

で
、
社
会
福
祉
の
発
展
に
功
績

の
あ
っ
た
方
々
に
対
し
、
表
彰

状
及
び
感
謝
状
を
贈
る
予
定
で

し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
予
防
の
観
点
か
ら
、

中
止
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
こ

こ
で
被
表
彰
者
の
み
な
さ
ま
を

ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

表

者
彰

〔
社
会
福
祉
協
議
会
役
員
等
功
労
者
〕

梅　

澤　

幸　

恵　

様
（
瑞
穂
町
）

山　

口　

陽　

子　

様
（
愛
野
町
）

森　

下　

徹　

也　

様
（
小
浜
町
）

志　

賀　

広　

子　

様
（
南
串
山
町
）

〔
社
会
福
祉
団
体
役
員
功
労
者
〕

林　

田　

貴
三
江　

様
（
千
々
石
町
）

中　

村　

好　

憲　

様
（
千
々
石
町
）

〔
福
祉
推
進
員
功
労
者
〕

稲　

田　

常　

幸　

様
（
吾
妻
町
）

田　

中　

賢　

司　

様
（
愛
野
町
）

田　

浦　

則　

利　

様
（
千
々
石
町
）

野　

口　

博　

生　

様
（
小
浜
町
）

田　

中　

敬　

之　

様
（
小
浜
町
）

関　
　
　

英　

俊　

様
（
小
浜
町
）

佐　

藤　
　
　

弘　

様
（
小
浜
町
）

樫　

本　

幸　

雄　

様
（
小
浜
町
）

樫　

本　

牧　

男　

様
（
小
浜
町
）

吉　

原　

昌　

彦　

様
（
小
浜
町
）

〔
民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
者
〕

桑　

田　

博　

文　

様
（
国
見
町
）

和　

住　

友　

子　

様
（
国
見
町
）

神　

﨑　

良　

次　

様
（
瑞
穂
町
）

島　

田　

正　

德　

様
（
瑞
穂
町
）

宮　

﨑　

健　

司　

様
（
瑞
穂
町
）

村　

山　

芳　

和　

様
（
吾
妻
町
）

兵　

藤　

順　

子　

様
（
吾
妻
町
）

佐　

藤　

純　

一　

様
（
千
々
石
町
）

平　

山　

愼
一
郎　

様
（
千
々
石
町
）

島　

嵜　

幸　

惠　

様
（
千
々
石
町
）

山　

本　

清　

江　

様
（
千
々
石
町
）

田　

中　

邦　

子　

様
（
小
浜
町
）

森　
　
　
　
　

博　

様
（
小
浜
町
）

森　

田　

元　

夫　

様
（
小
浜
町
）

松　

島　

民
　
廣
　
様
（
小
浜
町
）

伊　

德　

英　

雄　

様
（
小
浜
町
）

荒　

木　

冨　

子　

様
（
小
浜
町
）

菅　
　
　

文　

子　

様
（
南
串
山
町
）

松　

山　

孝　

則　

様
（
南
串
山
町
）

酒　

井　

通　

子　

様
（
南
串
山
町
）

日田市災害
ボランティアセンタ－

武雄市災害
ボランティアセンタ－

災害ボランティアセンターの設置及び運営に
関する協定
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子どもたちの登下校を見守るための、黄色い帽子を贈りました！子どもたちの登下校を見守るための、黄色い帽子を贈りました！
　

令
和
２
年
４
月
８
日
、
雲
仙
市
内

の
小
学
校
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
入
学

式
の
折
、
男
子
179
名
、
女
子
182
名
、

合
計
361
名
の
新
一
年
生
へ
黄
色
い
帽

子
を
贈
り
ま
し
た
。
例
年
実
施
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
た
贈
呈
式
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
予
防

か
ら
取
り
や
め
ま
し
た
が
、
教
室
で

み
な
さ
ん
に
お
渡
し
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

こ
の
黄
色
い
帽
子
は
、
地
域
の
み

な
さ
ん
か
ら
お
預
か
り
し
て
い
る
赤

い
羽
根
共
同
募
金
の
助
成
金
を
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

命命命
を
守
る

交
通
安
全

　

健
康
増
進
等
を
目
的
に
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
さ
れ
る
方
が
増
え
て
お
り
ま

す
が
、
反
面
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
中
の

交
通
事
故
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

運
転
中
等
、
目
で
見
て
判
断
す
る

場
合
、
明
る
さ
と
そ
の
見
え
る
も
の

と
周
囲
の
明
暗
の
差
が
重
要
で
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等
を
さ
れ
る
際
に
は
、

少
し
で
も
明
る
い
服
装
で
行
う
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
高
齢
者
は
黒
っ
ぽ
い
服
装

で
の
外
出
が
多
く
、
運
転
中
に
見
落

と
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
の
で
、
特

に
夜
間
は
、
早
め
の
発
見
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

目
立
た
な
い
色

運
転
手
か
ら

認
識
さ
れ
に
く
い

目
立
つ
色

運
転
手
か
ら

認
識
さ
れ
や
す
い

安全 危険

新型コロナウイルスの集団感染を防ぐために！新型コロナウイルスの集団感染を防ぐために！

〔
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
は
〕

　

人
に
感
染
す
る
「
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
」
は
、
こ
れ
ま
で
に
７

種
類
見
つ
か
っ
て
お
り
、
そ
の

中
の
一
つ
が
、
昨
年
12
月
以
降

に
問
題
と
な
っ
て
い
る
、
い
わ

ゆ
る
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」

で
す
。
こ
の
う
ち
、
４
種
類
の

ウ
イ
ル
ス
は
、
一
般
の
風
邪
の

原
因
の
10
～
15
％
（
流
行
期
は

35
％
）
を
占
め
、
多
く
は
軽
症

で
す
。
残
り
の
二
つ
が
平
成
14

年
に
発
生
し
た
「
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
」

や
平
成
24
年
に
発
生
し
た
「
Ｍ

Ｅ
Ｒ
Ｓ
」
で
す
。

　

感
染
に
つ
い
て
は
、
現
時
点

で
は
感
染
者
の
咳
や
く
し
ゃ
み

等
の
飛
沫
に
よ
る
飛
沫
感
染
と

感
染
者
が
く
し
ゃ
み
や
咳
を
手

で
押
さ
え
た
後
、
自
ら
の
手
で

周
り
の
物
に
触
れ
る
と
感
染
者

の
ウ
イ
ル
ス
が
付
く
接
触
感
染

の
二
つ
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

〔
感
染
し
な
い
よ
う
に
〕

①
手
洗
い

②
普
段
の
健
康
管
理

〔
人
に
感
染
さ
せ
な
い
た
め
に
〕

感
染
し
や
す
い
環
境
に
行
く
こ

と
を
避
け
、
手
洗
い
、
咳
エ
チ

ケ
ッ
ト
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
と
は
、
感
染
症

を
他
者
に
感
染
さ
せ
な
い
た
め

に
、
咳
・
く
し
ゃ
み
を
す
る
際
、

マ
ス
ク
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ハ
ン

カ
チ
、
袖
、
肘
の
内
側
な
ど
を

使
っ
て
、
口
や
鼻
を
お
さ
え
る

こ
と
で
す
。

〔
三
つ
の
「
密
」
を
避
け
よ
う
〕

①
換
気
の
悪
い
密
閉
空
間

②
多
数
が
集
ま
る
密
集
場
所

③
間
近
で
会
話
や
発
生
を
す
る

　

密
接
場
面

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の

対
策
と
し
て
ク
ラ
ス
タ
ー
（
集

団
）
の
発
生
を
防
止
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
普
段
の
生
活
の

中
で
こ
の
三
つ
の
「
密
」
が
重

な
ら
な
い
よ
う
工
夫
し
ま
し
ょ

う
。

①

③②

３つの条件がそろう場所が
クラスター（集団）発生の
リスクが高くなります！

※３つの条件の他
　共同で使う物品
　には消毒などを
　行いましょう！

（出典：厚生労働省）

黄色い帽子と
お父さんの手、
安心感。

帽子と一緒に元気に登校してね
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健
康
麻
雀

愛
好
会
員
募
集

　

今
、
各
地
で
麻
雀
愛
好
者
が

増
え
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

頭
の
体
操
、
手
と
指
の
運
動
を

組
み
合
わ
せ
、
認
知
機
能
・
身

体
機
能
回
復
に
非
常
に
効
果
が

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

長
崎
県
内
に
お
け
る
老
人
ク

ラ
ブ
の
愛
好
者
ク
ラ
ブ
に
お
い

て
は
、
半
分
が
女
性
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
男
女
に
か
か

わ
ら
ず
未
経
験
者
大
歓
迎
で
す
。

　

賭
麻
雀
を
行
っ
て
い
る
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
緒
に
健
康

麻
雀
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

〔
開
催
場
所
〕

千
々
石
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
橘
荘

〔
連
絡
先
〕

　

０
９
５
７
（
37
）
６
１
５
７

（
中
村
）

雲
仙
市
社
協
千
々
石
支
所

　

０
９
５
７
（
37
）
２
７
５
５

協
力
の
お
願
い

日
本
赤
十
字
社
会
費
活
動
資
金

長
崎
県
戦
没
者
慰
霊
奉
賛
会
奉
賛
金

　

日
本
赤
十
字
社
は
、
世
界
中
で
、
戦

争
・
紛
争
犠
牲
者
の
救
援
を
は
じ
め
、

災
害
被
災
者
の
救
援
、
医
療
・
保
健
・

社
会
福
祉
事
業
な
ど
、
人
道
的
支
援
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
長
崎
県
支
部
に
お

い
て
は
毎
年
５
月
を
運
動
月
間
と
し

て
、
自
治
会
を
通
じ
て
各
世
帯
に
活
動

資
金
へ
の
ご
協
力
の
お
願
い
を
し
て
い

ま
す
。
赤
十
字
の
活
動
は
、
皆
さ
ま
か

ら
の
ご
寄
付
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
長
崎
県
戦
没
者
慰
霊
奉
賛
会

奉
賛
金
も
併
せ
て
各
世
帯
へ
お
願
い
を

し
て
い
ま
す
。
奉
賛
金
は
、
英
霊
に
対

す
る
感
謝
の
誠
を
捧
げ
る
べ
く
、
慰
霊

事
業
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

趣
旨
を
ご
理
解
頂
き
、
可
能
な
限
り

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〔
日
本
赤
十
字
社
活
動
資
金
〕

　

一
世
帯
に
つ
き
、
４
４
０
円

〔
長
崎
県
戦
没
者
慰
霊
奉
賛
会
奉
賛
金
〕

　

一
世
帯
に
つ
き
、
６
０
円

〔
視
覚
障
害
者
生
活
訓
練
事
業
〕

　

視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
に
、

点
字
触
読
訓
練
や
白
杖
に
よ
る
歩
行
訓

練
、
交
流
会
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
周
り
で
、
視
覚
に
障
が
い
の

あ
る
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
ご
紹
介

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

開
催
日…

原
則
第
一
・
二
・
三
水
曜
日

場　

所…

愛
野
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
他

お
尋
ね
先

雲
仙
市
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
企
画
課

０
９
５
７
（
37
）
２
８
５
５

〔
手
話
通
訳
者
設
置
事
業
〕

　

聴
覚
に
障
害
の
あ
る
方
が
日
常
生
活

の
中
で
、
手
話
に
よ
る
通
訳
が
必
要
な

場
合
に
は
、
手
話
通
訳
者
を
派
遣
し
て

い
ま
す
。

お
尋
ね
先

雲
仙
市
福
祉
事
務
所
福
祉
課

０
９
５
７
（
36
）
２
５
０
０

雲
仙
市
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
企
画
課

０
９
５
７
（
37
）
２
８
５
５

〔
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
〕

　

認
知
症
の
方
と
そ
の
家
族
の
方
、
地

域
の
皆
さ
ん
が
集
い
、
認
知
症
に
つ
い

て
の
正
し
い
理
解
と
啓
発
を
行
い
な
が

ら
、
認
知
症
の
方
と
そ
の
家
族
を
支
え

る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

開
催
日…

原
則
第
一
・
三
水
曜
日

場　

所…

国
見
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

お
尋
ね
先

雲
仙
市
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
企
画
課

０
９
５
７
（
37
）
２
８
５
５

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
保
険
の
ご
案
内

　

雲
仙
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

「
自
発
的
な
意
思
に
よ
り
、
他
人
や

社
会
に
貢
献
す
る
無
償
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
」
を
行
う
皆
さ
ん
の

た
め
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保

険
へ
の
加
入
を
お
勧
め
し
て
い
ま

す
。

〔
補
償
期
間
〕

加
入
日
の
翌
日
の
午
前
０
時
か
ら
、

加
入
し
た
年
度
の
３
月
末
日
ま
で
。

〔
保
険
料
〕

①
基
本
プ
ラ
ン

　
　

一
人 

年
間
３
５
０
円

②
天
災
・
地
震
補
償
プ
ラ
ン

　
　

一
人 

年
間
５
０
０
円

※

補
償
の
対
象
と
な
ら
な
い
活
動

　

が
あ
り
ま
す
。

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

　

拡
大
に
伴
い
、Ｆ
Ａ
Ｘ
や
メ
ー
ル

　
で
の
申
し
込
み
も
対
応
可
能
と

　
な
っ
て
お
り
ま
す
。

お
尋
ね
先

雲
仙
市
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
企
画
課

０
９
５
７
（
37
）
２
８
５
５
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雲
仙
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の

皆
さ
ん
か
ら
の
ご
寄
附
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
２
年
２
月
１
日
～
令
和
２
年
３
月
31
日

一
般
寄
附

　

千
々
石
事
務
所

　

▼
上　

田　

紀
美
子　

様　

塩
屋

香
典
返
し
寄
附

　

国
見
事
務
所

　

▼
木　

原　

保　

孝　

様　

山
ノ
上

　
　

 

故　

木
原　

康
博　

様

　

▼
宮　

﨑　

則　

義　

様　

金
山

　
　

 

故　

宮
﨑　

春
代　

様

　

▼
前　

田　

浩　

樹　

様　

高
下
第
二

　
　

 

故　

前
田　

ト
ミ
ヨ　

様

　

▼
香　

月　

裕　

純　

様　

東
里

　
　

 

故　

香
月
ツ
ヤ
子　

様

　

▼
前　

田　

フ
ミ
ノ　

様　

山
ノ
上

　
　

 

故　

前
田　

松
一　

様

　

瑞
穂
事
務
所

　

▼
手　

嶋　

サ
ナ
エ　

様　

伊
古

　
　

 

故　

手
嶋　

政
治　

様

　

▼
平　

山　

正　

人　

様　

岡

　
　

 

故　

平
山　

政
行　

様

　

▼
森　

崎　

一　

行　

様　

岩
戸

　
　

 

故　

森
崎　
　

芳　

様

　

▼
菊　

田　
　
　

久　

様　

大
川

　
　

 

故　

菊
田　

勝
喜　

様

　

吾
妻
事
務
所

　

▼
内　

田　

弘　

幸　

様　

田
内
川

　
　

 

故　

内
田　

暢
治　

様

　

▼
池　

田　

輝　

彦　

様　

中
阿
母

　
　

 

故　

池
田　

敏
雄　

様

　

▼
本　

田　

カ
ズ
子　

様　

吹
ノ
原

　
　

 

故　

本
田　

壽
政　

様

　

▼
城　
　
　

祐　

輔　

様　

栗
林

　
　

 

故　

城　
　
　

廣　

様

　

▼
峯　
　
　

園　

枝　

様　

阿
母
崎
一

　
　

 

故　

峯　
　

英
磨　

様

　

▼
三　

浦　

成　

寿　

様　

阿
母
崎
一

　
　

 

故　

三
浦
ヨ
シ
子　

様

　

▼
髙　

木　

一　

隆　

様　

牛
口
三

　
　

 

故　

髙
木
ツ
タ
ヱ　

様

　

▼
嶺　
　
　

隆　

行　

様　

中
阿
母

　
　

 

故　

嶺　
　

武
男　

様

　

▼
金　

田　

法　

慶　

様　

大
熊
二

　
　

 

故　

金
田　

ヒ
デ　

様

　

▼
園　

田　

ト
ヨ
ノ　

様　

田
ノ
平

　
　

 

故　

園
田　

國
人　

様

　

愛
野
事
務
所

　

▼
久
保
田　

幸　

治　

様　

浜
口

　
　

 

故　

久
保
田
藤
松　

様

　

千
々
石
事
務
所

　

▼
奥　

野　

春　

一　

様　

塩
屋

　
　

 

故　

奥
野　

ハ
ル　

様

　

▼
進　

藤　

光　

儀　

様　

上
石
田

　
　

 

故　

進
藤
コ
ヅ
エ　

様

　

▼
園　

川　

大　

勝　

様　

高
野

　
　

 

故　

園
川　

栄
人　

様

　

▼
城　

臺　

哲　

也　

様　

下
石
田

　
　

 

故　

城
臺
キ
サ
エ　

様

　

▼
中　

尾　

光　

宏　

様　

寺
ノ
元

　
　

 

故　

中
尾
ト
ミ
コ　

様

　
　

小
浜
事
務
所

　

▼
田　

中　

繁　

博　

様　

日
見

　
　

 

故　

田
中　

 

健
一　

様

　

▼
山　

下　

ち
づ
子　

様　

羽
毛
合

　
　

 
故　

山
下　

逸
郎　

様

　

南
串
山
事
務
所

　

▼
山　

本　

良　

太　

様　

上
木
場

　
　

 

故　

山
本　

良
馬　

様

　

▼
三　

宅　

初　

美　

様　

白
頭

　
　

 

故　

三
宅　

道
夫　

様

　

▼
進　

藤　
　
　

忠　

様　

上
木
場

　
　

 

故　

松
竹　

政
勝　

様

　

▼
緒　

方　

秀　

雄　

様　

水
ノ
浦

　
　

 

故　

緒
方　

康
信　

様

　

ご
逝
去
さ
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
ご
遺
族

の
ご
厚
情
に
対
し
ま
し
て
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
個
人
情
報
保
護
法
に
基
づ
き
、

同
意
を
頂
い
た
方
の
み
掲
載
し
て
お
り

ま
す
。

〔
お
詫
び
と
訂
正
〕

前
号
（
96
号
）
に
お
い
て
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
寄
付
者
及
び
物
故
者
の
お

名
前
に
間
違
い
が
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で

訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

-

誤-

　

▼
井　

崎　

広　

幸　

様　

横
田

　
　

 

故　

伊
崎　

武
義　

様

-

正-

　

▼
井　

﨑　

広　

幸　

様　

横
田

　
　

 

故　

井
﨑　

武
義　

様
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〔編集発行〕

社会福祉法人

雲仙市社会福祉協議会
〒854-0405
　長崎県雲仙市千々石町戊 762 番地
　　TEL 0957-37-2855  FAX 0957-37-2564
　　http://unzenshakyo.net/

国見支所　　TEL 0957-78-0596
瑞穂支所　　TEL 0957-77-3670　　
吾妻支所　　TEL 0957-38-3511
愛野支所　　TEL 0957-36-0071
千々石支所　TEL 0957-37-2755
小浜支所　　TEL 0957-75-0621
南串山支所　TEL 0957-88-2143

皆さんのお悩みごとを
弁護士の先生がお聞きします弁護士相談

相続・離婚・金銭トラブル等生活上の法律問題について、
弁護士が無料で相談に応じます。
ご予約が必要ですので、事前に
本部事務所事業企画課（37-2855）までご連絡ください。

開　催　日 開催場所 担当弁護士

１０月　７日（水） 愛野保健福祉センター 曽場尾雅宏　先生

６月１１日（木） 千々石老人福祉センター橘荘 森本　精一　先生
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８月２６日（水） 瑞穂ヘルシー会館 曽場尾雅宏　先生

新型コロナウイルス感染症の影響による休業
や失業で、生活資金にお悩みの皆さまへ

　新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、生活福祉資金における貸付の対象世帯
を低所得世帯以外に拡大し、新型コロナウイルス感染症の影響を受け、生活資金でお
悩みの方々に緊急小口資金等の特例貸付を実施します。

〔対象者〕
新型コロナウイルスの影響を受け、休業等により収入の減少があり、緊急かつ一時的
な生計維持のための貸付を必要とする世帯
〔貸付限度額〕
１０万円以内　ただし、次に掲げる場合は２０万円以内
　ア 世帯員の中に新型コロナウイルス感染症の罹患者等がいるとき
　イ 世帯員に要介護者がいるとき
　ウ 世帯員が４人以上いるとき
　エ 世帯員に下記ⅰ又はⅱの子の世話を行うことが必要となった労働者がいるとき
　　　ⅰ 新型コロナウイルス感染症拡大防止策として、臨時休業した小学校等に通う子
　　　ⅱ 風邪症状など新型コロナウイルスに感染したおそれのある、小学校等に通う子
　オ 世帯員の中に個人事業主等がいること等のため、収入減少により生活に要する
　　　費用が不足するとき
　カ アからオまでに掲げるもののほか、特に資金の貸付需要があると認められるとき

〔据置期間〕　１年以内
〔償還期間〕　２年以内
〔貸付利子・連帯保証人〕　無利子・不要
〔申込先〕　社会福祉法人雲仙市社会福祉協議会本部（0957-37-2855）
〔申請書類〕　借入申込みの際には、申請書の他別途証明書等の提出が必要となります。


